
10

20

JP 7585585 B2 2024.11.19

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7585585号

(P7585585)
(24)登録日　令和6年11月11日(2024.11.11)(45)発行日　令和6年11月19日(2024.11.19)

(54)【発明の名称】　可燃性熱源を含むエアロゾル生成物品

(51)国際特許分類
　   Ａ２４Ｄ 1/22 (2020.01)
　   Ａ２４Ｆ 40/20 (2020.01)
　   Ａ２４Ｆ 40/40 (2020.01)

ＦＩ
　Ａ２４Ｄ 1/22 　　　　 　　　
　Ａ２４Ｆ 40/20 　　　　 　　　
　Ａ２４Ｆ 40/40 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-563050(P2022-563050)
(86)(22)出願日　 令和4年6月8日(2022.6.8)
(65)公表番号　 特表2023-534351(P2023-534351 

A)
(43)公表日　 令和5年8月9日(2023.8.9)
(86)国際出願番号　 PCT/KR2022/008083
(87)国際公開番号　 WO2022/260429
(87)国際公開日　 令和4年12月15日(2022.12.15)

審査請求日　 令和4年10月31日(2022.10.31)
(31)優先権主張番号　10-2021-0076309     
(32)優先日　 令和3年6月11日(2021.6.11)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

韓国(KR)

(73)特許権者　 519217032
ケーティー  アンド  ジー  コーポレイシ 
ョン
大韓民国  ３４３３７  テジョン  テドク 
－グ，ボッコッ－ギル，７１

(74)代理人　 110000877
弁理士法人ＲＹＵＫＡ国際特許事務所

(72)発明者　 ジョウン、ウン  ミ
大韓民国  ３４３３７  テジョン  テドク 
－グ，ボッコッ－ギル，７１  ケーティー  
アンド  ジー  コーポレイション内

審査官　 川口  聖司

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 に お い て 、
　 可 燃 性 熱 源 を 含 む 第 １ 部 分 と 、
　 タ バ コ 要 素 を 含 む 第 ２ 部 分 と 、
　 フ ィ ル タ 要 素 を 含 む 第 ３ 部 分 と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 部 分 、 前 記 第 ２ 部 分 、 及 び 前 記 第 ３ 部 分 は 、 前 記 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方  
向 を 基 準 に 順 次 に 整 列 さ れ 、
　 前 記 可 燃 性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 み 、
　 前 記 加 香 要 素 は 、 カ プ セ ル 状 で あ り 、
　 前 記 可 燃 性 熱 源 の 内 部 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ 部 分 は 、 ア ル コ ー ル に 浸 漬 さ れ た 燃 焼 体 を 含 み 、
  前 記 燃 焼 体 は 、 前 記 加 香 要 素 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 、
　 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 前 記 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た 後 に 香 を 発 生 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、
　 タ バ コ 物 質 、 甘 草 、 シ ョ 糖 、 果 糖 シ ロ ッ プ 、 コ コ ア 、 コ ー ヒ ー 、 及 び そ れ ら の 組 合 わ せ  

請求項の数　9　（全12頁）
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か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 加 香 物 質 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、
　 前 記 第 ２ 部 分 と 隣 接 し た 前 記 第 １ 部 分 の 一 端 に 対 向 す る 前 記 第 １ 部 分 の 他 端 か ら 離 隔 さ  
れ て 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 部 分 及 び 前 記 第 ２ 部 分 の 少 な く と も 一 部 を 覆 い 包 む 第 １ ラ ッ パ ( w r a p p e r ) を さ  
ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 可 燃 性 熱 源 は 、
　 前 記 第 １ ラ ッ パ に よ っ て 覆 い 包 ま れ た 第 １ 領 域 と 、 前 記 第 １ 領 域 の 外 側 に 突 出 し 、 前 記  
加 香 要 素 が 配 置 さ れ る 第 ２ 領 域 を 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 可 燃 性 熱 源 は 、 前 記 加 香 要 素 を 複 数 個 含 み 、
　 複 数 個 の 前 記 加 香 要 素 は 、 前 記 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方 向 に 互 い に 離 隔 さ れ て 配 置  
さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 。
【 請 求 項 ８ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の た め の 可 燃 性 熱 源 で あ っ て 、
　 前 記 可 燃 性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 み 、
　 前 記 加 香 要 素 は 、 カ プ セ ル 状 で あ り 、
　 前 記 可 燃 性 熱 源 の 内 部 に 配 置 さ れ 、
前 記 可 燃 性 熱 源 は 、 ア ル コ ー ル に 浸 漬 さ れ た 燃 焼 体 を 含 み 、
  前 記 燃 焼 体 は 、 前 記 加 香 要 素 に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 、
　 可 燃 性 熱 源 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 前 記 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た 後 に 香 を 発 生 さ せ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の  
可 燃 性 熱 源 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 可 燃 性 熱 源 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 、 一 般 的 な シ ガ レ ッ ト の 短 所 を 克 服 す る 代 替 方 法 に 係 わ る 需 要 が 増 加 し て い る 。 例  
え ば 、 可 燃 性 熱 源 か ら 物 理 的 に 分 離 さ れ た エ ア ロ ゾ ル 形 成 基 質 に 熱 を 伝 達 さ せ 、 エ ア ロ ゾ  
ル を 生 成 さ せ る 技 術 に 対 す る 研 究 が 活 発 に 進 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 通 常 の 可 燃 性 熱 源 は 着 火 さ れ る 場 合 、 火 花 の よ う な 一 般 的 な 燃 焼 の 特 性 を 示 さ  
な い 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ が 可 燃 性 熱 源 の 着 火 如 何 を 確 認 し 難 い と い う 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 実 施 例 に よ る エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 は 、 上 述 し た 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 但 し 、 技 術 的 課 題 は 、 上 述 し た と こ ろ に 限 定 さ れ ず 、 以 下 の 例 か ら さ ら に 他 の 技 術 的 課  
題 が 類 推 さ れ う る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 に お い て 、 可 燃 性 熱 源 を 含 む 第 １ 部 分 ； タ バ コ 要 素 を 含  
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む 第 ２ 部 分 ； 及 び フ ィ ル タ 要 素 を 含 む 第 ３ 部 分 ； を 含 み 、 前 記 第 １ 部 分 、 前 記 第 ２ 部 分 、  
及 び 前 記 第 ３ 部 分 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方 向 を 基 準 に 順 次 に 整 列 さ れ 、 前 記 可 燃  
性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 む 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 開 示 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の た め の 可 燃 性 熱 源 で あ っ て 、 前 記 可 燃 性 熱 源 は  
、 加 香 要 素 を 含 む 、 可 燃 性 熱 源 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 課 題 の 解 決 手 段 は 、 上 述 し た と こ ろ に 制 限 さ れ ず 、 本 明 細 書 全 体 で 通 常 の 技 術 者 に よ っ  
て 類 推 さ れ う る 事 項 を い ず れ も 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 開 示 に よ る エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 は 、 加 香 要 素 に よ っ て ユ ー ザ に 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ  
た と い う こ と を 知 ら せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 開 示 に よ る エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の た め の 可 燃 性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 む の で 、  
可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た 後 に 香 を 発 生 さ せ 、 ユ ー ザ は 、 香 を 吸 い 込 む こ と で 、 可 燃 性 熱 源  
が 着 火 さ れ た こ と を 認 知 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 開 示 の 効 果 は 、 上 述 し た と こ ろ に 限 定 さ れ ず 、 後 述 す る 構 成 か ら 類 推 可 能 な 効 果 を い  
ず れ も 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 一 実 施 例 に よ る エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 一 実 施 例 に よ る カ プ セ ル 状 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示 す  
図 面 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 一 実 施 例 に よ る 複 数 の カ プ セ ル 状 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成  
を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 一 実 施 例 に よ る シ ー ト 状 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示 す 図 面  
で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 一 実 施 例 に よ る 細 長 形 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示 す 図 面  
で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 一 実 施 例 に よ る 燃 焼 体 を さ ら に 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示 す 図 面 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 に お い て 、 可 燃 性 熱 源 を 含 む 第 １ 部 分 ； タ バ コ 要 素 を 含  
む 第 ２ 部 分 ； 及 び フ ィ ル タ 要 素 を 含 む 第 ３ 部 分 ； を 含 み 、 前 記 第 １ 部 分 、 前 記 第 ２ 部 分 、  
及 び 前 記 第 ３ 部 分 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方 向 を 基 準 に 順 次 に 整 列 さ れ 、 前 記 可 燃  
性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 む 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 前 記 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た 後 に 香 を 発 生 さ せ う る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 タ バ コ 物 質 、 甘 草 、 シ ョ 糖 、 果 糖 シ ロ ッ プ 、 コ コ ア 、 コ ー ヒ ー 、 及 び  
そ れ ら の 組 合 わ せ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 加 香 物 質 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 前 記 第 ２ 部 分 と 隣 接 し た 前 記 第 １ 部 分 の 一 端 に 対 向 す る 前 記 第 １ 部 分  
の 他 端 か ら 離 隔 さ れ て 配 置 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 第 １ 部 分 及 び 前 記 第 ２ 部 分 の 少 な く と も 一 部 を 覆 い 包 む 第 １ ラ ッ パ ( w r a p p e r ) を さ  
ら に 含 ん で も よ い 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 可 燃 性 熱 源 は 、 前 記 第 １ ラ ッ パ に よ っ て 覆 い 包 ま れ た 第 １ 領 域 と 、 前 記 第 １ 領 域 の  
外 側 に 突 出 し 、 前 記 加 香 要 素 が 配 置 さ れ る 第 ２ 領 域 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 可 燃 性 熱 源 は 、 前 記 加 香 要 素 を 複 数 個 含 み 、 前 記 複 数 個 の 加 香 要 素 は 、 前 記 エ ア ロ  
ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方 向 に 互 い に 離 隔 さ れ て 配 置 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 カ プ セ ル 状 で あ り 、 前 記 可 燃 性 熱 源 の 内 部 に 配 置 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 シ ー ト 状 で あ り 、 前 記 可 燃 性 熱 源 の 少 な く と も 一 部 を 取 り 囲 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 細 長 形 で あ り 、 前 記 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方 向 と 同 軸 上 に ( c o a x i  
a l l y ) 前 記 可 燃 性 熱 源 に 配 置 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 開 示 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の た め の 可 燃 性 熱 源 で あ っ て 、 前 記 可 燃 性 熱 源 は  
、 加 香 要 素 を 含 む 可 燃 性 熱 源 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 加 香 要 素 は 、 前 記 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た 後 に 香 を 発 生 さ せ う る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 本 開 示 で の 機 能 を 考 慮 し な が ら 可 能 な 限 り 、 現 在 広 く 使 用  
さ れ る 一 般 的 な 用 語 を 選 択 し た が 、 そ れ は 、 当 分 野 に 従 事 す る 技 術 者 の 意 図 ま た は 判 例 、  
新 た な 技 術 の 出 現 な ど に よ っ て も 異 な る 。 ま た 、 特 定 の 場 合 は 、 出 願 人 が 任 意 に 選 定 し た  
用 語 も あ り 、 そ の 場 合 、 当 該 発 明 の 説 明 部 分 に お い て 、 詳 細 に そ の 意 味 を 記 載 す る 。 し た  
が っ て 、 本 開 示 で 使 用 さ れ る 用 語 は 、 単 な る 用 語 の 名 称 で は な い 、 そ の 用 語 が 有 す る 意 味  
と 本 開 示 の 全 般 に わ た る 内 容 に 基 づ い て 定 義 さ れ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 あ る 部 分 が あ る 構 成 要 素 を 「 含 む 」 と す る と き 、 そ れ は 、 特 別 に  
反 対 と な る 記 載 が な い 限 り 、 他 の 構 成 要 素 を 除 く も の で は な く 、 他 の 構 成 要 素 を さ ら に 含  
ん で も よ い と い う こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 明 細 書 に 記 載 さ れ た 「 … 部 」 、 「 … モ ジ ュ ー ル  
」 な ど の 用 語 は 、 少 な く と も １ つ の 機 能 や 動 作 を 処 理 す る 単 位 を 意 味 し 、 そ れ は 、 ハ ー ド  
ウ ェ ア ま た は ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 具 現 さ れ る か 、 あ る い は 、 ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ  
ア と の 結 合 に よ っ て も 具 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 明 細 書 で 使 用 さ れ る 「 第 １ 」 ま た は 「 第 ２ 」 の よ う に 序 数 を 含 む 用 語 は 、 多 様  
な 構 成 要 素 を 説 明 す る の に 使 用 す る が 、 構 成 要 素 は 、 用 語 に よ っ て 限 定 さ れ て は な ら な い  
。 用 語 は 、 １ つ の 構 成 要 素 を 他 の 構 成 要 素 か ら 区 別 す る 目 的 の み で 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 Ａ 及 び ／ ま た は Ｂ 」 は 、 Ａ 及 び Ｂ の う ち 、 少 な く と も い ず れ か  
１ つ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 ～ 上 に 」 は 、 あ る 部 材 が 他 の 部 材 の 一 面 に 配 置 さ れ る こ と を 意  
味 し 、 あ る 部 材 が 他 の 部 材 に 接 触 す る か 、 接 触 せ ず 、 配 置 さ れ る 場 合 を い ず れ も 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 」 は 、 喫 煙 に 用 い ら れ る 物 品 を 意 味 す る 。  
例 え ば 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 は 、 点 火 さ れ て 燃 焼 さ れ る 方 式 に よ っ て 用 い ら れ る 一 般 燃 焼  
式 シ ガ レ ッ ト で も あ り 、 ま た は エ ア ロ ゾ ル 生 成 装 置 に よ っ て 加 熱 さ れ る 方 式 に よ っ て 用 い  
ら れ る 加 熱 式 シ ガ レ ッ ト で も あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方 向 」 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長  
さ が 延 び る 方 向 ま た は エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 が 燃 焼 さ れ る 場 合 、 燃 焼 が 進 め ら れ る 方 向 を 意  
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味 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 タ バ コ 要 素 」 は 、 タ バ コ 物 質 を 含 む 要 素 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 タ バ コ 物 質 」 は 、 タ バ コ 葉 に 由 来 す る 成 分 を 含 む あ ら ゆ る 形 態  
の 物 質 を 意 味 す る 。 明 細 書 全 体 に お い て 「 冷 却 要 素 」 は 、 あ る 物 質 を 冷 却 さ せ る 要 素 を 意  
味 す る 。 例 え ば 、 冷 却 要 素 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 要 素 ま た は タ バ コ 要 素 で 発 生 し た エ ア ロ ゾ  
ル を 冷 却 さ せ う る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 フ ィ ル タ 要 素 」 は 、 濾 過 素 材 を 含 む 要 素 を 意 味 す る 。 例 え ば 、  
フ ィ ル タ 要 素 は 、 複 数 の 繊 維 ス ト ラ ン ド を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 明 細 書 全 体 に お い て 、 「 加 香 要 素 」 は 、 加 香 物 質 を 含 む 要 素 を 意 味 す る 。 こ こ で 、 加 香  
物 質 は 、 生 成 さ れ た エ ア ロ ゾ ル と 共 に 連 な っ て い き 、 ユ ー ザ に 香 味 を 提 供 す る こ と が で き  
る 物 質 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 基 づ い て 本 開 示 の 実 施 例 に つ い て 本 開 示 が 属 す る 技 術 分 野 で 通 常 の 知  
識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 可 能 な よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 本 開 示 は 、 様 々 な 互 い  
に 異 な る 形 態 に も 具 現 さ れ 、 こ こ で 説 明 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 開 示 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ は 、 一 実 施 例 に よ る エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 は 、 加 香 要 素 を 含 む 可 燃 性 熱 源 を 含 む 第 １ 部 分 １ １ ０ 、 タ バ コ 要 素 を 含 む 第 ２ 部  
分 １ ２ ０ 、 及 び フ ィ ル タ 要 素 を 含 む 第 ３ 部 分 １ ３ ０ を 含 み 、 第 １ 部 分 １ １ ０ 、 第 ２ 部 分 １  
２ ０ 、 及 び 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 長 手 方 向 を 基 準 に 順 次 に 整 列  
さ れ る エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ を 提 供 す る 。 ま た 、 実 施 例 に お い て 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物  
品 １ ０ ０ は 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ 及 び 第 ２ ラ ッ パ １ ５ ０ を さ ら に 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ を 参 照 す れ ば 、 第 １ 部 分 １ １ ０ 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ 、 及 び 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 エ ア ロ  
ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 長 手 方 向 を 基 準 に 順 次 に 整 列 さ れ う る 。 第 １ 部 分 １ １ ０ に 配 置 さ れ  
る 可 燃 性 熱 源 か ら 発 生 し た 熱 は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に 伝 達 さ れ う る 。 熱 に よ っ て 第 ２ 部 分 １  
２ ０ で エ ア ロ ゾ ル が 生 成 さ れ 、 エ ア ロ ゾ ル は 、 第 ３ 部 分 １ ３ ０ を 介 し て ユ ー ザ に 伝 達 さ れ  
う る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ 部 分 １ １ ０ は 、 可 燃 性 熱 源 を 含 む 。 可 燃 性 熱 源 は 、 着 火 さ れ て 燃 焼 さ れ る こ と で 、  
熱 を 発 生 さ せ う る 。 発 生 し た 熱 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ 内 の エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 質 に  
伝 達 さ れ て エ ア ロ ゾ ル が 発 生 し う る 。 可 燃 性 熱 源 は 、 炭 素 で 構 成 さ れ た 熱 源 で も あ る 。 望  
ま し く は 、 可 燃 性 熱 源 は 、 チ ャ コ ー ル ( c h a r c o a l ) で 構 成 さ れ た 熱 源 で も あ る 。 ま た 、 可 燃  
性 熱 源 は 、 補 助 剤 を さ ら に 含 ん で も よ い 。 例 え ば 、 補 助 剤 は 、 着 火 補 助 剤 、 発 火 補 助 剤 、  
焼 結 補 助 剤 及 び バ イ ン ダ の う ち 、 少 な く と も １ つ で も あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 可 燃 性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 む 。 可 燃 性 熱 源 の 製 造 時 、 加 香 要 素 を 可 燃 性 熱 源 に 追 加 す  
る こ と で 、 可 燃 性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 む 。 例 え ば 、 可 燃 性 熱 源 の 素 材 と 加 香 物 質 を 含 む  
加 香 液 を 混 合 し て 可 燃 性 熱 源 を 成 形 す る 。 ま た 、 可 燃 性 熱 源 を 成 形 し た 後 、 可 燃 性 熱 源 を  
加 香 液 に 含 浸 さ せ う る 。 但 し 、 必 ず し も そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 加 香 要 素 は 、 加 香 物 質 を 含 む 。 加 香 物 質 は 、 タ バ コ 物 質 、 甘 草 、 シ ョ 糖 、 果 糖 シ ロ ッ プ  
、 イ ソ 甘 味 剤 （ i s o s w e e t ） 、 コ コ ア 、 ラ ベ ン ダ 、 シ ナ モ ン 、 カ ル ダ モ ン 、 セ ロ リ 、 フ ェ ヌ  
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グ リ ー ク 、 カ ス カ リ ラ 、 白 檀 、 ベ ル ガ モ ッ ト 、 ゼ ラ ニ ウ ム 、 蜂 蜜 エ ッ セ ン ス 、 ロ ー ズ オ イ  
ル 、 バ ニ ラ 、 レ モ ン オ イ ル 、 オ レ ン ジ オ イ ル 、 ミ ン ト オ イ ル 、 桂 皮 、 キ ャ ラ ウ ェ イ 、 コ ニ  
ャ ッ ク 、 ジ ャ ス ミ ン 、 カ モ マ イ ル 、 メ ン ト ー ル 、 イ ラ ン イ ラ ン 、 サ ル ビ ア 、 ス ペ ア ミ ン ト  
、 生 姜 、 コ リ ア ン ダ ー 、 ま た は コ ー ヒ ー 及 び そ れ ら の 組 合 わ せ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ う  
る が 、 必 ず し も そ れ ら に 制 限 さ れ る も の で は な い 。 望 ま し く は 、 加 香 要 素 は 、 タ バ コ 物 質  
、 甘 草 、 シ ョ 糖 、 果 糖 シ ロ ッ プ 、 コ コ ア 、 コ ー ヒ ー 及 び そ れ ら の 組 合 わ せ か ら な る 群 か ら  
選 択 さ れ た 加 香 物 質 を 含 む 。 さ ら に 望 ま し く は 、 加 香 要 素 は 、 タ バ コ 物 質 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 加 香 要 素 は 、 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た 後 、 香 を 発 生 さ せ う る 。 通 常 の 可 燃 性 熱 源 は 、 着  
火 さ れ 、 表 面 燃 焼 が 進 め ら れ る の で 、 火 花 の よ う な 一 般 的 な 燃 焼 の 特 性 が 示 さ れ な い 。 し  
た が っ て 、 ユ ー ザ は 、 可 燃 性 熱 源 の 着 火 如 何 を 確 認 し 難 い 。 し か し 、 本 開 示 の エ ア ロ ゾ ル  
生 成 物 品 １ ０ ０ は 、 可 燃 性 熱 源 を 含 み 、 可 燃 性 熱 源 は 、 加 香 要 素 を 含 む の で 、 可 燃 性 熱 源  
が 着 火 さ れ て 燃 焼 さ れ る 場 合 、 燃 焼 に よ っ て 発 生 し た 熱 に よ っ て 加 香 要 素 が 香 を 発 生 さ せ  
う る 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ は 、 発 生 し た 香 を 吸 い 込 む こ と で 、 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た こ  
と を 容 易 に 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ 部 分 １ ２ ０ は 、 第 １ 部 分 １ １ ０ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 第 １ 部 分 １ １ ０ は  
、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 上 流 に 配 置 さ れ 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ は 、 第 １ 部 分 １ １ ０ に 比  
べ て 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 下 流 に 配 置 さ れ う る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 用 語 「 上 流 」 及 び 「 下 流 」 は 、 ユ ー ザ が エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ を 使 用 し 、  
空 気 を 吸 引 す る と き 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 外 部 か ら 内 部 に 空 気 が 流 入 さ れ る 部 分  
が 「 上 流 」 で あ り 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 内 部 か ら 外 部 に 空 気 が 排 出 さ れ る 部 分 が  
「 下 流 」 で あ る 。 用 語 「 上 流 」 及 び 「 下 流 」 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ を 構 成 す る 部  
分 ま た は セ グ メ ン ト 間 の 相 対 的 な 位 置 ま た は 方 向 を 示 す た め に 使 用 さ れ る 用 語 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ 部 分 １ ２ ０ は 、 タ バ コ 要 素 を 含 む 。 タ バ コ 要 素 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 質 及 び タ バ コ  
物 質 の う ち 、 少 な く と も １ つ を 含 む 。 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 質 は 、 例 え ば 、 グ リ セ リ ン 、 プ ロ  
ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ エ チ レ ン グ リ コ ー  
ル 、 ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 テ ト ラ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 及 び オ レ イ ル ア ル コ ー ル の う ち  
、 少 な く と も １ つ を 含 む 。 タ バ コ 物 質 は 、 例 え ば 、 切 断 さ れ た 刻 み タ バ コ 、 板 状 葉 刻 み タ  
バ コ 、 タ バ コ 葉 、 膨 化 タ バ コ 、 及 び ニ コ チ ン 抽 出 物 の う ち 、 少 な く と も １ つ を 含 む 。 タ バ  
コ 物 質 は 、 ニ コ チ ン ( n i c o t i n e ) 成 分 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 例 え ば 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ は 、 グ リ セ リ ン に 含 浸 さ れ た 板 状 葉 刻 み タ バ コ を 含 む 。 第 １ 部  
分 １ １ ０ の 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ て 燃 焼 さ れ る こ と で 、 発 生 し た 熱 は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に  
伝 達 さ れ 、 グ リ セ リ ン に 含 浸 さ れ た 板 状 葉 刻 み タ バ コ か ら エ ア ロ ゾ ル が 生 成 さ れ う る 。 但  
し 、 本 開 示 は 、 前 述 し た と こ ろ に 必 ず し も 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ は  
、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 上 流 に 配 置 さ れ 、 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に 比  
べ て 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 下 流 に 配 置 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 フ ィ ル タ 要 素 を 含 む 。 フ ィ ル タ 要 素 は 、 酢 酸 セ ル ロ ー ス フ ィ ル タ で  
も あ る 。 第 ３ 部 分 １ ３ ０ の 形 状 に は 、 制 限 が な い 。 例 え ば 、 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 円 柱 状 ロ  
ッ ド で も あ り 、 内 部 に 中 空 を 含 む チ ュ ー ブ 状 ロ ッ ド で も あ る 。 ま た 、 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、  
リ セ ス 状 ロ ッ ド で も あ る 。 も し 、 第 ３ 部 分 １ ３ ０ が 複 数 の セ グ メ ン ト で 構 成 さ れ た 場 合 、  
複 数 の セ グ メ ン ト の う ち 、 少 な く と も １ つ が 異 な る 形 状 に も 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 香 味 が 発 生 す る よ う に も 作 製 さ れ る 。 一 例 と し て 、 第 ３ 部 分 １ ３ ０  
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に 加 香 液 が 噴 射 さ れ 、 加 香 液 が 塗 布 さ れ た 別 途 の 繊 維 が 第 ３ 部 分 １ ３ ０ の 内 部 に 挿 入 さ れ  
う る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 第 ３ 部 分 １ ３ ０ は 、 冷 却 要 素 を さ ら に 含 ん で も よ い 。 冷 却 要 素 は 、 第 １ 部 分 １ １  
０ 及 び 第 ２ 部 分 １ ２ ０ を 通 過 す る 気 流 を 冷 却 さ せ る 冷 却 物 質 を 含 む 。 冷 却 要 素 は 、 高 分 子  
物 質 ま た は 生 分 解 性 高 分 子 物 質 に よ っ て 製 造 さ れ 、 冷 却 機 能 を 有 す る 。 例 え ば 、 冷 却 要 素  
は 、 純 粋 な ポ リ 乳 酸 （ P L A ） の み で 作 製 さ れ う る が 、 そ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た は 、 冷 却 要 素 は 、 複 数 の 孔 が 形 成 さ れ た 酢 酸 セ ル ロ ー ス フ ィ ル タ に よ っ て 作 製 さ れ  
う る 。 し か し 、 冷 却 要 素 は 、 上 述 し た 例 示 に 限 定 さ れ ず 、 エ ア ロ ゾ ル が 冷 却 さ れ る 機 能 を  
遂 行 す る 物 質 は 、 制 限 な し に そ れ に 該 当 さ れ う る 。 例 え ば 、 冷 却 要 素 は 、 中 空 を 含 む チ ュ  
ー ブ フ ィ ル タ ま た は 紙 管 フ ィ ル タ で も あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ は 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ 及 び 第 ２ ラ ッ パ １ ５ ０ の う ち 、 少 な く  
と も １ つ を さ ら に 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ は 、 第 １ 部 分 １ １ ０ 及 び 第 ２ 部 分 １ ２ ０ の 少 な く と も 一 部 を 覆 い 包 む  
。 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ は 、 例 え ば 、 熱 伝 導 性 ラ ッ パ で も あ る 。 望 ま し く は 、 第 １ ラ ッ パ １ ４  
０ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 薄 膜 で も あ る 。 第 １ 部 分 １ １ ０ が 着 火 さ れ て 燃 焼 さ れ る 場 合 、 第 １ 部  
分 １ １ ０ で 発 生 し た 熱 は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に 直 接 伝 達 さ れ 、 第 １ 部 分 １ １ ０ で 発 生 し た 熱  
は 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ を 通 じ て 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に 伝 達 さ れ う る 。 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ は 、 例  
え ば 、 約 ５ ０ ～ ５ ０ ０ Ｗ ・ ｍ － １ ／ Ｋ － １ の 熱 伝 導 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 ２ ラ ッ パ １ ５ ０ は 、 第 １ 部 分 １ １ ０ 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ 及 び 第 ３ 部 分 １ ３ ０ を 覆 い 包 む  
。 第 ２ ラ ッ パ １ ５ ０ は 、 例 え ば 、 セ ル ロ ー ス 巻 紙 に よ っ て 形 成 さ れ う る 。 但 し 、 本 開 示 が  
必 ず し も そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ は 、 第 １ 部 分 １ １ ０ と 第 ２ 部 分 １ ２ ０ と の 間 に 配 置 さ  
れ る バ リ ア （ 図 示 せ ず ） を さ ら に 含 ん で も よ い 。 バ リ ア は 、 第 １ 部 分 １ １ ０ で 発 生 す る 有  
害 ガ ス が 第 ２ 部 分 １ ２ ０ ま た は 第 ３ 部 分 １ ３ ０ に 移 動 す る こ と を 低 減 す る 。 バ リ ア は 、 例  
え ば 、 金 属 材 質 に よ っ て も 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 必 要 と す る 成 分 の み を エ  
ア ロ ゾ ル の 形 態 に 吸 い 込 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 実 施 例 に お い て 、 加 香 要 素 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 一 端 か ら 離 隔 さ れ て 配 置 さ  
れ う る 。 具 体 的 に 、 加 香 要 素 は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ と 隣 接 し た 第 １ 部 分 １ １ ０ の 一 端 に 対 向  
す る 第 １ 部 分 １ １ ０ の 他 端 か ら 離 隔 さ れ て 配 置 さ れ う る 。 加 香 要 素 が 第 １ 部 分 １ １ ０ の 他  
端 か ら 一 定 距 離 ほ ど 離 れ た 領 域 に 位 置 す る 場 合 、 外 部 熱 源 、 例 え ば 、 ラ イ タ ー ま た は マ ッ  
チ な ど に よ っ て 直 接 加 熱 さ れ る こ と で 、 加 香 要 素 が 香 を 発 生 さ せ る こ と が 防 止 さ れ う る 。  
加 香 要 素 は 、 外 部 熱 源 か ら 直 接 加 熱 さ れ ず 、 可 燃 性 熱 源 か ら 伝 達 さ れ た 熱 に よ っ て 香 を 発  
生 さ せ う る 。 し か し 、 外 部 加 熱 源 に よ っ て 直 接 加 熱 さ れ る 場 合 、 加 香 要 素 は 、 可 燃 性 熱 源  
が 着 火 さ れ て 燃 焼 さ れ る 前 に 、 外 部 熱 源 か ら 熱 を 伝 達 さ れ て 香 を 発 生 さ せ う る 。 ユ ー ザ は  
、 発 生 し た 香 を 吸 い 込 み 、 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ る 前 に 着 火 の た め の 行 為 を 中 断 し う る の  
で 、 不 完 全 な 着 火 が な さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 例 え ば 、 第 １ 部 分 １ １ ０ は 、 約 ８ ～ １ ３ ｍ ｍ の 長 さ を 有 し 、 加 香 要 素 は 、 第 ２ 部 分 １ ２  
０ と 隣 接 し た 第 １ 部 分 １ １ ０ の 一 端 に 対 向 す る 第 １ 部 分 １ １ ０ の 他 端 か ら 約 ２ ～ ３ ｍ ｍ 離  
隔 さ れ た 領 域 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 実 施 例 に お い て 、 可 燃 性 熱 源 は 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ に よ っ て 覆 い 包 ま れ た 第 １ 領 域 と 、  
第 １ 領 域 の 外 側 に 突 出 し 、 加 香 要 素 が 配 置 さ れ る 第 ２ 領 域 を 含 む 。 具 体 的 に 、 第 ２ 領 域 は  
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、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 第 １ 領 域 の 外 側 に 突 出 し 、 第 １ ラ ッ パ １  
４ ０ に よ っ て 覆 い 包 ま れ て い な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 可 燃 性 熱 源 の 着 火 は 、 第 ２ 領 域 で 主 に 発 生 し 、 加 香 要 素 が 配 置 さ れ る 位 置 に よ っ て 、 ユ  
ー ザ が 可 燃 性 熱 源 の 着 火 如 何 を 認 知 す る こ と が で き る 時 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 加 香 要 素 は 、 可 燃 性 熱 源 の う ち 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ に よ っ て 覆 い 包 ま れ て い な い 第 ２ 領  
域 に 存 在 し う る 。 第 ２ 領 域 の 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ る 場 合 、 加 香 要 素 は 、 可 燃 性 熱 源 が 着  
火 さ れ る 部 分 に 位 置 す る の で 、 可 燃 性 熱 源 の 着 火 と 共 に 、 香 を 発 生 さ せ う る 。 し た が っ て  
、 ユ ー ザ は 、 可 燃 性 熱 源 の 着 火 と 同 時 に 、 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た と い う こ と を 認 知 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 例 え ば 、 第 １ 部 分 １ １ ０ は 、 約 ８ ～ １ ３ ｍ ｍ の 長 さ を 有 し 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ は 、 第 １  
部 分 １ １ ０ の 少 な く と も 一 部 を 覆 い 包 む 。 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ に よ っ て 覆 い 包 ま れ た 第 １ 領  
域 の 長 さ は 、 約 ３ ～ ５ ｍ ｍ で あ り 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ に よ っ て 覆 い 包 ま れ ず 、 外 側 に 突 出  
し た 第 ２ 領 域 の 長 さ は 、 約 ５ ～ 約 ８ ｍ ｍ で も あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 し か し 、 加 香 要 素 は 、 可 燃 性 熱 源 の う ち 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ に よ っ て 覆 い 包 ま れ た 第 １  
領 域 に 存 在 し う る 。 可 燃 性 熱 源 の 第 ２ 領 域 が 着 火 さ れ る 場 合 、 加 香 要 素 は 、 可 燃 性 熱 源 が  
着 火 さ れ る 部 分 か ら 離 隔 さ れ て 位 置 す る の で 、 可 燃 性 熱 源 の 燃 焼 に よ っ て 発 生 す る 熱 は 、  
一 定 時 間 が 経 過 し た 後 、 加 香 要 素 に 伝 達 さ れ る 。 し た が っ て 、 加 香 要 素 は 、 可 燃 性 熱 源 の  
最 初 の 着 火 時 点 か ら 一 定 時 間 経 過 後 に 香 を 発 生 さ せ 、 ユ ー ザ は 、 可 燃 性 熱 源 の 最 初 の 着 火  
時 点 か ら 一 定 時 間 経 過 後 に 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た と い う こ と を 認 知 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 可 燃 性 熱 源 に 含 有 さ れ る 加 香 要 素 は 、 カ プ セ ル 状 、 シ ー ト 状 ま た は 細 長 形 で も あ る 。 以  
下 、 図 ２ Ａ か ら 図 ４ Ｂ を 参 照 し て 、 加 香 要 素 の 形 態 、 及 び エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ 内 部  
で 加 香 要 素 の 位 置 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ Ａ は 、 一 実 施 例 に よ る カ プ セ ル 状 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示  
す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ２ Ａ を 参 照 す れ ば 、 加 香 要 素 は 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ で あ り 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ は  
、 可 燃 性 熱 源 の 内 部 に 配 置 さ れ う る 。 加 香 物 質 は 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ の 被 膜 に 覆 い 包 ま  
れ 、 可 燃 性 熱 源 に 含 ま れ う る 。 例 え ば 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ の 被 膜 は 、 寒 天 ( a g a r ) 、 ペ ク  
チ ン ( p e c t i n ) 、 ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ( s o d i u m  a l g i n a t e ) 、 カ ラ ギ ナ ン ( c a r r a g e e n a n ) 、  
ゼ ラ チ ン ま た は グ ア ガ ム な ど の ガ ム 類 な ど に よ っ て 製 造 さ れ う る 。 ま た 、 第 １ カ プ セ ル ２  
１ ０ の 被 膜 を 形 成 す る 材 料 と し て 、 硬 化 助 剤 が さ ら に 用 い ら れ る 。 こ こ で 、 ゲ ル 化 助 剤 と  
し て は 、 例 え ば 、 塩 化 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ う る 。 ま た 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ の 被 膜 を 形  
成 す る 材 料 と し て 可 塑 剤 が さ ら に 用 い ら れ る 。 こ こ で 、 可 塑 剤 と し て は 、 グ リ セ リ ン 及 び  
／ ま た は ソ ル ビ ト ー ル が 用 い ら れ う る 。 ま た 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ の 被 膜 を 形 成 す る 材 料  
と し て 着 色 料 が さ ら に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 実 施 例 に お い て 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ と 隣 接 し た 第 １ 部 分 １ １ ０ の  
一 端 に 対 向 す る 第 １ 部 分 １ １ ０ の 他 端 か ら 約 ２ ～ ８ ｍ ｍ 離 隔 さ れ た 領 域 に 位 置 す る 。 第 １  
カ プ セ ル ２ １ ０ が 第 １ 部 分 の 他 端 か ら 一 定 距 離 ほ ど 離 れ た 領 域 に 位 置 す る の で 、 外 部 熱 源  
に よ っ て 直 接 加 熱 さ れ る こ と で 、 加 香 要 素 が 香 を 発 生 さ せ る こ と が 防 止 さ れ う る 。 ま た 、  
加 香 要 素 が 可 燃 性 熱 源 に 完 全 な 着 火 が な さ れ た 後 、 香 を 発 生 さ せ る の で 、 ユ ー ザ の 完 全 な  
着 火 が な さ れ る 前 に 着 火 の た め の 行 為 を 中 断 す る 状 況 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ２ Ｂ は 、 一 実 施 例 に よ る 複 数 の カ プ セ ル 状 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構  
成 を 示 す 図 面 で あ る 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ２ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 加 香 要 素 は 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ 及 び 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ で も あ  
る 。 加 香 物 質 は 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ 及 び 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ の 被 膜 に 覆 い 包 ま れ 、 可 燃  
性 熱 源 に 含 ま れ う る 。 実 施 例 に よ っ て 、 カ プ セ ル の 数 は 、 増 加 ま た は 減 少 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ は 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ か ら エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 長 手 方 向 に 離 隔  
さ れ る 領 域 に 位 置 す る 。 ま た 、 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に 隣 接 し た 領 域 に  
位 置 す る 。 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ は 、 第 ２ 部 分 １ ２ ０ に 隣 接 し た 領 域 に 位 置 す る の で 、 第 ２  
カ プ セ ル ２ １ １ の 加 香 要 素 に よ っ て 香 が 発 生 す る と き 、 ユ ー ザ は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １  
０ ０ が 喫 煙 可 能 な 状 態 に あ る こ と を 認 知 す る 。 実 施 例 に お い て 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ は 、  
第 ２ 部 分 １ ２ ０ と 隣 接 し た 第 １ 部 分 １ １ ０ の 一 端 に 対 向 す る 第 １ 部 分 １ １ ０ の 他 端 か ら 約  
２ ～ ８ ｍ ｍ 離 隔 さ れ た 領 域 に 位 置 し 、 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ は 、 第 １ 部 分 １ １ ０ の 他 端 か ら  
約 ８ ～ １ ３ ｍ ｍ 離 隔 さ れ た 領 域 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ に 取 り 囲 ま れ た 加 香 物 質 は 、 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ に 取 り 囲 ま れ た 加  
香 物 質 と 同 一 で あ る か 、 異 な っ て も い る 。 例 え ば 、 第 １ カ プ セ ル ２ １ ０ に 取 り 囲 ま れ た 加  
香 物 質 は 、 コ ー ヒ ー を 含 み 、 第 ２ カ プ セ ル ２ １ １ に 取 り 囲 ま れ た 加 香 物 質 は 、 タ バ コ 物 質  
を 含 む 。 ユ ー ザ は 、 コ ー ヒ ー 香 を 吸 い 込 む 場 合 、 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た こ と を 認 知 し 、  
タ バ コ 香 を 吸 い 込 む 場 合 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ が 喫 煙 可 能 な 状 態 に あ る こ と を 認 知  
す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ３ は 、 一 実 施 例 に よ る シ ー ト 状 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示 す 図  
面 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ３ を 参 照 す れ ば 、 加 香 要 素 は 、 シ ー ト ２ ２ ０ で あ り 、 可 燃 性 熱 源 の 外 周 面 の 少 な く と  
も 一 部 を 取 り 囲 む 。 加 香 要 素 は 、 加 香 物 質 が 液 体 状 態 で フ ィ ル ム に 塗 布 さ れ る か 、 液 体 状  
態 の 加 香 物 質 に フ ィ ル ム を 含 浸 さ せ て 製 造 さ れ う る 。 加 香 物 質 が 含 ま れ た シ ー ト ２ ２ ０ は  
、 可 燃 性 熱 源 の 周 り を 取 り 囲 み 、 可 燃 性 熱 源 に 含 ま れ う る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 実 施 例 に お い て 、 シ ー ト ２ ２ ０ は 、 バ ン ド ( b a n d ) 形 態 に 可 燃 性 熱 源 を 取 り 囲 む 。 バ ン ド  
状 の シ ー ト ２ ２ ０ が 可 燃 性 熱 源 の 外 周 面 全 体 を 取 り 囲 ん で い る の で 、 ユ ー ザ が 可 燃 性 熱 源  
の 周 囲 の う ち 、 い か な る 位 置 に 着 火 し て も 、 シ ー ト ２ ２ ０ に よ っ て 香 が 発 生 し う る 。 し た  
が っ て 、 ユ ー ザ に 可 燃 性 熱 源 の 外 周 面 の う ち 、 特 定 位 置 の み を 加 熱 す る こ と が 要 求 さ れ な  
い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 シ ー ト ２ ２ ０ は 、 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ 及 び 第 ２ ラ ッ パ １ ５ ０ の う ち 、 少 な く と も １  
つ に よ っ て も 覆 い 包 ま れ る 。 シ ー ト ２ ２ ０ を 覆 い 包 む 第 １ ラ ッ パ １ ４ ０ ま た は 第 ２ ラ ッ パ  
１ ５ ０ は 、 シ ー ト と 可 燃 性 熱 源 と を 密 着 さ せ 、 シ ー ト と 可 燃 性 熱 源 の 接 着 力 を 増 加 さ せ る  
の で 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ に 外 部 の 衝 撃 が 加 え ら れ る か 、 可 燃 性 熱 源 の 着 火 に よ る  
燃 焼 中 に も 、 シ ー ト ２ ２ ０ が 可 燃 性 熱 源 か ら 分 離 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ４ Ａ は 、 一 実 施 例 に よ る 細 長 形 の 加 香 要 素 を 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示 す 図  
面 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ４ Ａ を 参 照 す れ ば 、 加 香 要 素 は 、 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ で あ り 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０  
０ の 長 手 方 向 と 同 軸 ( c o a x i a l ) に 可 燃 性 熱 源 に 配 置 さ れ う る 。 加 香 要 素 は 、 加 香 物 質 が 液 体  
状 態 で 細 長 形 バ ー ( b a r ) に 塗 布 さ れ る か 、 液 体 状 態 の 加 香 物 質 に 細 長 形 バ ー を 含 浸 さ せ て 製  
造 さ れ う る 。 加 香 物 質 が 含 ま れ た 細 長 形 バ ー は 、 可 燃 性 熱 源 の 空 隙 に 挿 入 さ れ る こ と で 、  
可 燃 性 熱 源 に 含 ま れ う る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
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　 実 施 例 に お い て 、 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ は 、 可 燃 性 熱 源 の 中 心 部 に 挿 入 さ れ う る 。 細 長 形 バ  
ー ２ ３ ０ が 可 燃 性 熱 源 の 中 心 部 に 挿 入 さ れ る た め に 、 可 燃 性 熱 源 の 中 心 部 に は 、 エ ア ロ ゾ  
ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 長 手 方 向 に 延 び る 通 路 が 形 成 さ れ う る 。 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ は 、 エ ア ロ  
ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 長 手 方 向 と 同 軸 ( c o a x i a l ) に 配 置 さ れ う る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ の 長 さ は 、 可 燃 性 熱 源 の 長 さ と 同 一 で あ る 。 例 え ば 、 細 長 形 バ  
ー ２ ３ ０ の 長 さ は 、 約 ８ ～ １ ３ ｍ ｍ で も あ る 。 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品  
１ ０ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 可 燃 性 熱 源 の 全 体 に 加 香 要 素 が 存 在 す る よ う に す る の で 、 ユ ー  
ザ が 可 燃 性 熱 源 の う ち 、 い か な る 位 置 に 着 火 し て も 、 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ に よ っ て 香 が 発 生  
し う る 。 ユ ー ザ は 、 可 燃 性 熱 源 の 着 火 と 同 時 に 、 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ た と い う こ と を 認  
知 す る 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ に 可 燃 性 熱 源 の 特 定 位 置 の み を 加 熱 す る こ と が 要 求 さ れ な い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ４ Ｂ は 、 一 実 施 例 に よ る 燃 焼 体 を さ ら に 含 む エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の 構 成 を 示 す 図 面 で  
あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ４ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 第 １ 部 分 １ １ ０ は 燃 焼 体 ２ ４ ０ を さ ら に 含 み 、 燃 焼 体 ２ ４ ０ は 、  
加 香 要 素 に 隣 接 し て 配 置 さ れ う る 。 燃 焼 体 ２ ４ ０ は 、 ア ル コ ー ル に 浸 漬 さ れ う る 。 ア ル コ  
ー ル に 浸 漬 さ れ た 燃 焼 体 は 、 例 え ば 、 エ チ ル ア ル コ ー ル が 含 浸 さ れ た 糸 、 ス レ ッ ド ( t h r e a  
d ) 、 紙 、 ま た は 木 製 ス テ ィ ッ ク な ど で も あ る 。 ま た 、 燃 焼 体 ２ ４ ０ は 、 固 体 燃 料 、 ま た は  
金 属 ワ イ ヤ ( w i r e ) で も あ る 。 固 体 燃 料 は 、 例 え ば 、 固 体 メ チ ル ア ル コ ー ル の よ う な 着 火 補  
助 剤 で も あ る 。 金 属 ワ イ ヤ は 、 例 え ば 、 マ グ ネ シ ウ ム リ ボ ン な ど で も あ る 。 燃 焼 体 ２ ４ ０  
は 、 可 燃 性 熱 源 に 比 べ て 、 燃 焼 速 度 が 速 い 。 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ る 場 合 、 燃 焼 体 ２ ４ ０  
も 着 火 さ れ 、 熱 を 発 生 さ せ る 。 発 生 し た 熱 は 、 加 香 要 素 に 伝 達 さ れ 、 燃 焼 体 ２ ４ ０ か ら 伝  
達 さ れ た 熱 に よ っ て 加 香 要 素 は 、 香 を 発 生 さ せ う る 。 可 燃 性 熱 源 に 比 べ て 、 燃 焼 速 度 が 速  
い 燃 焼 体 ２ ４ ０ を 使 用 す る こ と で 、 ユ ー ザ は 、 可 燃 性 熱 源 の み の 使 用 時 よ り も 速 か に 可 燃  
性 熱 源 が 着 火 さ れ た と い う こ と を 認 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 実 施 例 に お い て 、 燃 焼 体 ２ ４ ０ は 、 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 燃 焼 体 ２ ４  
０ 及 び 細 長 形 バ ー ２ ３ ０ は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 １ ０ ０ の 長 手 方 向 と 同 軸 で 可 燃 性 熱 源 に  
配 置 さ れ う る 。 可 燃 性 熱 源 が 着 火 さ れ る 場 合 、 燃 焼 体 ２ ４ ０ も 着 火 さ れ 、 燃 焼 体 ２ ４ ０ で  
発 生 し た 熱 は 、 隣 接 し た 加 香 要 素 に 伝 達 さ れ 、 加 香 要 素 は 、 香 を 発 生 さ せ う る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 本 開 示 の 第 ２ 側 面 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 物 品 の た め の 可 燃 性 熱 源 と し て 、 加 香 要 素 を 含 む 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 開 示 の 第 ２ 側 面 に つ い て 、 第 １ 側 面 に つ い て 前 述 し た 事 項 が 同 様 に 適 用 さ れ う る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 述 し た 実 施 例 に つ い て の 説 明 は 、 一 例 示 に 過 ぎ ず 、 当 該 技 術 分 野 で 通 常 の 知 識 を 有 す  
る 者 で あ れ ば 、 そ れ に よ り 、 多 様 な 変 形 及 び 均 等 な 他 の 実 施 例 が 可 能 で あ る と い う 点 を 理  
解 で き る で あ ろ う 。 し た が っ て 、 発 明 の 真 の 保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 決 定 さ  
れ ね ば な ら ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 内 容 と 同 等 な 範 囲 に あ る 全 て の 相 違 点 は 、 特  
許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 決 定 さ れ る 保 護 範 囲 に 含 ま れ る と 解 釈 さ れ ね ば な ら な い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】 【 図 ３ 】

【 図 ４ ａ 】 【 図 ４ ｂ 】
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